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SC開始時間の汎世界的分布

Global distribution of geomagnetic sudden commencement
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主として2 1 0度磁力計チェーンとS A M N E Tの磁場１秒値を用い、磁気嵐急始部の開始時間の汎世界的分布を調
べる。

2 1 0度子午面磁力計チェーンとS A M N E Tの磁場１秒値を用い、S C開始時刻の汎世界的分布を詳細に調べる。S C
の水平方向伝搬は、地表ー電離層間導波管モード伝搬と電離層内HM波伝搬が絡み合って起こっていると考えられ、
今後更に詳しく研究されるべきテーマである。SCは、その為のプローブとして有効であると考える。


